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申請者数 合格者数 合格率  % 申請者数 合格者数 合格率  % 申請者数 合格者数 合格率  %

赤外線サーモグラフィ試験 TT 33 20 64.5 33 8 25.0

漏れ試験 LT 35 21 63.6 48 19 43.2

68 41 64.1 81 27 35.5合　　計

―

―

―

NDT方法 略称
レベル1＊1

レベル2＊1 レベル3

申請者数 合格者数 合格率% 申請者数 合格者数 合格率% 申請者数 合格者数 合格率%

放射線透過試験 RT 12 7 63.6 368 196 59.0 127 101 82.8

超音波探傷試験 UT 400 201 55.8 1267 499 42.5 205 116 60.7

超音波厚さ測定 UM 106 51 56.0

磁粉探傷試験 MT 2 0 0.0 691 374 58.1 42 24 60.0

極間法磁粉探傷検査 MY 68 44 69.8 31 19 63.3

通電法磁粉探傷検査 ME 4 4 100.0

コイル法磁粉探傷検査 MC 1 1 100.0

浸透探傷試験 PT 32 26 83.9 1140 836 78.9 68 54 80.6

溶剤除去性浸透探傷検査 PD 119 80 74.8 145 92 66.7

水洗性浸透探傷検査 PW 6 5 83.3

渦流探傷試験 ET 6 2 33.3 230 150 71.8 26 22 88.0

ひずみ測定 SM 5 4 80.0 75 43 61.4 19 13 81.3

761 425 61.9 3,947 2,209 60.4 487 330 71.6

―

―

―

―

―

―

レベル3＊2

合　　計

略称

―

―

―

―

レベル1 レベル2
NDT方法

１．JIS Z 2305 2013 年秋期資格試験結果 

 2013 年秋期資格試験の結果が発表された。新規試験結果（再試験を含む）の合格率は，レベル 1 が 42.5%，レベル 2

が 29.4%，レベル 3 が 16.0%であった。なお，レベル 3 基礎試験では申請者数 588 件，合格率 21.3%であった。再認証試

験結果は，レベル 1 が 61.9%，レベル 2 が 60.4%，レベル 3 が 71.6%であった。受験申請数は，新規試験，再試験，再認

証試験を合わせて計 15,173 件であった。 

 各表の合格率は［合格者数／（申請者数－欠席者数）］で算出した値である。新規試験結果（レベル 3 基礎試験結果を

除く）を表１に，再認証試験結果を表２に示す。 

表１ JIS  新規試験結果（再試験を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ JIS  再認証試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                  
２．NDIS 0604/0605 2013 年秋期資格試験結果 
 2013 年春期よりレベル 2 の試験が開始され，NDIS 0604（赤外線サーモグラフィ試験）と NDIS 0605（漏れ試験）の申

請件数は 149 件となった。合格率は，レベル 1 が 64.1%，レベル 2 が 35.5%であった。新規試験結果を表３に示す。 
表３ NDIS  新規試験結果 

 

 

 

 

注＊1：各部門の申請者数は一次（新規, 再試験）と 二次のみ（新規,再試験）の合計数

注＊2：レベル 3 クレジット申請は除く 

注＊1：各部門の申請者数は一次（新規, 再試験）と 二次のみ（新規,再試験）の合計数

申請者数 合格者数 合格率  % 申請者数 合格者数 合格率  % 申請者数 合格者数 合格率  %

放射線透過試験 RT 108 44 44.9 837 232 29.9 179 38 24.7

超音波探傷試験 UT 541 226 45.2 1683 427 27.8 546 52 11.1

超音波厚さ測定 UM 249 122 51.3

磁粉探傷試験 MT 169 58 35.4 1478 296 21.5 179 14 9.0

極間法磁粉探傷検査 MY 89 22 26.8 179 29 18.0

通電法磁粉探傷検査 ME 26 2 9.5

コイル法磁粉探傷検査 MC 2 0 0.0

浸透探傷試験 PT 420 155 39.7 1744 614 38.0 257 40 17.9

溶剤除去性浸透探傷検査 PD 112 59 55.7 568 169 32.2

水洗性浸透探傷検査 PW 0 － －

渦流探傷試験 ET 59 17 29.8 363 81 23.3 61 19 34.6

ひずみ測定 SM 18 7 43.8 95 37 44.1 16 9 60.0

合　　計 1,793 712 42.5 6,947 1,885 29.4 1,238 172 16.0

―

―

― ―

レベル1＊1
レベル2＊1

レベル3＊1

―

―

NDT方法 略称

―

―

― ―
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ＰＴレベル３ 二次Ｃ１（基礎）試験のポイント 

 

PTレベル3の新規二次C1（基礎）試験問題については，

これまで相対的に正答率の低い問題及び基本的に理解

してほしい問題と類似の例題を選んで何回か本欄で解

説を行ってきた。 

 今回は，これまでの解説で説明しきれなかった問題の

例題について解説する。 

 

問１ 次の文は，両端が開放された毛細管のようなきず

の中に，浸透液がその空間を満たすのに要する時間に

影響する因子との関係について述べたものである。誤

っているものを一つ選び記号で答えよ。 

 

（ａ）浸透液の粘度に比例する。 

（ｂ）きずの半径（毛細管の半径）に反比例する。 

（ｃ）きずの深さ（毛細管の長さ）の 2 乗に比例する。 

（ｄ）浸透液の表面張力に比例する。 

 

正答 （ｄ）（浸透探傷試験Ⅲ4.2 項参照） 

両端が開放された毛細管に浸透しようとする圧力 P は 

P=2Γ／r で表される。 

ここで，Γは表面張力，r は毛細管の半径である。い

ま，圧力差 P で加圧されているとき，半径 r，長さ L の

毛細管の中を体積 V の液体が通過する時間 t は次式で表

される。 

t＝4L2η／rΓ 

ここで，ηは粘度である。これらの式の詳細について

は，参考書を参照されたい。 

これより，時間 t は粘度ηと毛細管の長さ L の自乗に

比例し，毛細管の半径 r と表面張力Γに反比例する。し

たがって，（ａ），（ｂ），（ｃ）は正しく，（ｄ）が誤って

いる。 

 

問２ 次の文は，液体が固体に接触して，ある接触角を

形成するときの状態を示している。接触角が 90°を超

えるときの説明で正しいものを一つ選び記号で答えよ。 

 

（ａ）付着力と凝集力と重力の合力が，固体側に作用す

る場合。 

（ｂ）付着力と凝集力と重力の合力が，液体側に作用す

る場合。 

（ｃ）付着力と凝集力と重力の合力が，液体の表面張力

より小さい場合。 

（ｄ）付着力と凝集力と重力の合力が，液体の表面張力

より大きい場合。 

 

正答 （ｂ）（浸透探傷試験Ⅲ1.2 項参照） 

これに類した問題は以前にも解説したが，付着力とは，

物質の分子間に働く引力のうち，異種の分子間に働く力

であり，同種の分子間に働く力を凝集力と言っている。 

固体と液体が接触した場合，付着力と凝集力と接触角

の間には下図に示すように，液体の凝集力と，液体と固

体間の付着力さらに重力の合力が液体側に作用した場合

に，液体の接触角は 90°を超える。したがって，（ｂ）

が正しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 固／液界面の形状 

  

問３ 浸透探傷試験に用いられる界面活性剤について述

べたものである。誤っているものを一つ選び記号で答

えよ。 

 

（ａ）界面活性剤は洗浄，浸透，分散，起泡等の作用を

行う表面活性物質で表面張力，界面張力を増大さ

せる作用を顕著に示す。 

（ｂ） 浸透探傷試験では様々な界面現象を利用するため，

界面活性剤が水洗性浸透液，乳化剤，湿式現像剤

などに使用されている。 

（ｃ）浸透探傷試験における界面活性剤の作用は大きく

分けて二つあり，一つは湿潤作用，もう一つは保

護（分散）作用である。 

（ｄ）界面活性剤は水溶液中でミセルを作り，水に難溶

性の物質を可溶化する作用がある。 

 

正答 （ａ）（浸透探傷試験Ⅲ3.1.3 項参照） 

 界面活性剤は洗浄，浸透，分散，起泡等の作用を行う

表面活性物質で表面張力，界面張力を減少させる働きを

示すものであり，（ａ）は誤っている。界面活性剤の働き
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として，水洗性浸透液ではぬれ性（湿潤作用）をよくす

るために，乳化剤では油粒子を保護（保護作用）するた

めに，湿式現像剤では現像剤粒子の凝集を妨げる（分散

作用）ために用いられている。したがって，（ｂ），（ｃ）

は正しい。界面活性剤は親油基と親水基を持っており，

水溶液中でミセルを作り，乳化，溶解，可溶化の働きを

示す。したがって，（ｄ）も正しい。 

 

問４ 蛍光浸透探傷試験で現われた指示模様の輝度に影

響しない因子を次のうちから一つ選び記号で答えよ。 

 

（ａ）照射される紫外線の強度と波長 

（ｂ）蛍光物質のモル吸光係数 

（ｃ）浸透液の分子量 

（ｄ）現像剤塗膜の厚さ 

 

正答 （ｃ）（浸透探傷試験Ⅲ3.3 項参照） 

 蛍光浸透探傷試験で現われた指示模様の輝度は，蛍光

物質の種類と紫外線の強度によって決まる。蛍光浸透液

が紫外線により励起されたときの蛍光の強さ（輝度）If

は，次式で表される。 

If＝KQI0（1－10－ecl） 

ここで，K は目の応答に関する定数，Q は浸透液より

放射される蛍光の光量子数，I0 は紫外線の強度，e は蛍

光染料のモル吸光係数，c は蛍光染料の濃度，l は蛍光物

質の有効厚さである。（ａ），（ｂ）は正しい。浸透液の基

本成分は油性溶剤であり，その分子量と蛍光物質とは関

係がない。したがって，（ｃ）は誤っている。指示模様の

厚さについてはその厚さの分，蛍光浸透液が付着してい

ると考えることができる。浸透液が多いと指示模様の輝

度も高くなる。したがって，（ｄ）は正しい。 

 

問５ 次の[    ]に入る適当な言葉を一つ選び記号で答

えよ。 

浸透探傷試験で湿式現像法，速乾式現像法の場合に，

現像皮膜中において浸透液の現像は溶媒による希釈作用

と，毛管現象，[  ]の共同作用によって浸透液が拡が

ることで指示模様が形成される。 

 

（ａ）ぬれ性          （ｂ）接触角 

（ｃ）表面張力         （ｄ）乳化作用 

 

正答 （ａ）（浸透探傷試験Ⅲ3.3.2 項参照） 

浸透探傷試験における現像の機構はいずれの現像剤を

用いても同じと考えてよいが，特に湿式現像法，速乾式

現像法の場合には現像塗膜を形成するという点において

共通点が多い。これらは，試験体表面に形成された現像

剤の溶媒ときずから滲み出した浸透液が混ざり合い，き

ずからの浸透液の拡散を助ける効果がある。これを希釈

作用といっている。 

その他の現象として，現像剤粒子間の隙間に浸透液が

浸み込んでいく毛管現象とそのときに生じる現像剤粒子

と浸透液のぬれの現象がある。したがって，（ａ）は正し

い。選択肢の中で，接触角と表面張力はぬれ性に影響す

る因子ではあるが，これら自体は作用ではない。したが

って，（ｂ），（ｃ）は誤っている。乳化作用は現像とは関

係のない項目である。（ｄ）も誤っている。 

 

問６ 暗順応や明順応において，光が丁度見える所，あ

るいは丁度見えなくなる所の限界を域（閾）と呼び，

その時の刺激光の強さを閾値（L０）と呼んでいる。一

般によく用いられる感度（S ）という用語は，この閾

値を用いると次のように表わされる。下記の式で正し

いものを一つ選び記号で答えよ。 

 ＊：a は S および L0 の単位の取り方により決まる定数 

 

（ａ）S＝a×L0 

（ｂ）S＝a－L0 

（ｃ）S＝a／L0 

（ｄ）S＝a＋L0 

 

正答 （ｃ）（浸透探傷試験Ⅱ3.2 項参照） 

感度 S と閾値 L0 の関係については，閾値が低い場合は

僅かな色または光でも指示模様が認識できる。その場合

に感度は高いといわれる。つまり，感度と閾値は反比例

の関係になる。したがって，正答は（ｃ）となる。ただ

し，閾値はどこまでも低くなるかというとそうではなく，

それ以上低くならない最小の閾値が存在する。それを絶

対閾値と呼んでいる。このことも覚えておく必要がある。 

 

 以上，紙面の関係で充分な解説が行えなかった点もあ

るが，これまでの解説と合わせ参考書，問題集をよく勉

強されて試験に臨むことを希望するものである。 
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